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株主の皆様へ

　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第193期第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日か
ら平成24年９月30日まで）の営業の概況をご報告申し上げます。
　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要を
背景に内需が底堅さを示し、個人消費も持ち直しつつあるものの、欧
州や中国経済の減速によって輸出が弱含みとなったことなどから、全
体としては横ばい圏内で推移した後、弱めの動きとなっております。
　繊維・アパレル業界におきましては、夏場の猛暑で一時前年を上回
る改善を見せたものの、夏物セールの分散化で盛り上がりを欠いたこ
とや記録的残暑による秋物の不振が響き、前年を若干割り込む展開と
なりました。
　ショッピングセンター業界におきましては、猛暑と昨年自粛された
イベントの復活などから８月は前年を上回ったものの、夏物セールの
分散化の影響に加え、家電量販店が引き続き不振であることや前年好
調であった節電関連用品の反動減などもあり、全体としては伸び悩み
ました。
　このような事業環境の中で、当社グループは引き続き「中期経営計
画2010～KAIKAKU～」に基づき、中核事業である「提案型OEM事業」
および「商業施設事業」に経営資源を投入し「事業構造の改革」を推
進するとともに、一層のローコスト経営を徹底すべく「コスト構造の
改革」にも継続して取り組みました。
　売上高は、主として寝装品部門と不動産事業の好調を背景に前年同
期を上回ったものの、損益面では紳士服販売子会社において、春夏物
スーツの納品を前期から早めに進めていたことの反動減やクールビズ
商品増加による粗利率の低下などにより、営業利益は前年同期を下回
りました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は37億30百
万円（前年同期比1.1％増）と増加したものの、営業利益は88百万円（前
年同期比16.8％減）、経常損失80百万円（前年同期は経常損失71百万円）
となり、これに法人税、住民税及び事業税等を加減した結果、四半期
純損失は95百万円（前年同期は四半期純損失85百万円）となりました。
　純損失となりましたため、中間配当につきましては見送ることとさ
せていただきます。株主の皆様には深くお詫び申し上げます。
　今後の経済動向に関しましては、世界景気の減速等の影響を受け、
当面はさらに弱い動きとなることが予想されます。
　当社グループといたしましては、こうした経済動向の影響を最小限
に抑え、「中期経営計画2010～KAIKAKU～」に掲げた諸施策を完遂し、
次期中期経営計画へのステップを踏み出すべくグループ一丸となって
業績改善に努めるとともに、企業価値の向上を目指して邁進する所存
でございますので株主の皆様には一層のご支援・ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

平成24年12月
取締役社長　国広伸夫
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企業集団の現況  
繊維・アパレル事業
　衣料部門につきましては、メンズ衣料は主として紳士服販売子会社
で春夏物スーツの納品を前期から早めに進めていたことの反動減によ
り、売上高は前年同期を下回りました。レディス衣料は新規開拓・既
存先強化に注力したものの、低採算取引先を絞り込んだ結果、売上高
は前年同期を下回りました。
　ユニフォーム部門につきましては、前年の震災による落ち込みに対
する反動増に加え、官公庁ユニフォーム生地の前倒し納品や民間企業
向けユニフォームの伸長があり、売上高は前年同期を上回りました。
　寝装品部門につきましては、温熱治療器の大口受注があり、売上高
は前年同期を上回りました。
　この結果、繊維・アパレル事業の売上高は25億41百万円（前年同期
比0.4％減）となりました。

不動産事業
　不動産事業につきましては、静岡県下有数の商業施設である「サン
トムーン柿田川」において、家電量販テナント等の不振はあったもの
のサービス・シネマ関係の集客が好調であったことや、一部ファッシ
ョン雑貨関連テナントの売上が伸びたことなどもあり、売上高は前年
同期を上回りました。
　この結果、不動産事業の売上高は11億88百万円（前年同期比4.3％増）
となりました。

　当第２四半期連結累計期間の事業別の売上高は次のとおりでありま
す。

事　業　区　分 売　上　高 前年同期比 構　成　比

繊維・アパレル事業 2,541百万円 △� 9百万円 68.1％

不 動 産 事 業 1,188百万円 ＋� 48百万円 31.9％

合　　　　　計 3,730百万円 ＋� 38百万円 100.0％

　金額は単位未満を切り捨てて、比率は単位未満を四捨五入して表示
しております。
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従業員の状況  
①企業集団の従業員の状況
事　業　区　分 従　業　員　数 前連結会計年度末比増減
繊維・アパレル事業 59（583）名 △3（△60）名
不 動 産 事 業 31（� � 0）名 ＋1（±�0）名
全 社（ 共 通 ） 17（� � 1）名 ＋2（△�1）名
合　　　　　計 107（584）名 ±0（△61）名

②当社の従業員の状況
従業員数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数
47（13）名 △1（△2）名 41.8歳 14.3年

（注）�１.� �従業員数は就業人員であり、パートおよび契約社員は（　）
内に年間の平均人員を外数で記載しております。

� ２.� �全社（共通）と記載されている従業員数は、特定のセグメン
トに区分できない管理部門に所属しているものであります。

株式の状況  
１．株式の発行（平成24年９月30日現在）
発 行 可 能 株 式 総 数 96,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 30,000,000株
株 主 総 数 5,583名

2．株式の分布状況（平成24年９月30日現在）

区　　分 株　主　数 株　式　数

所
　
有
　
者
　
別

名 ％ 株 ％

政府・地方公共団体 1 0.02� 30 0.00�
金 融 機 関 22 0.39� 4,589,000 15.30�
証 券 会 社 35 0.63� 1,620,499 5.40�
事業法人・その他法人 78 1.40� 1,433,901 4.78�
外 国 人 27 0.48� 488,430 1.63�
個 人 ・ そ の 他 5,420 97.08� 21,868,140 72.89�

所
　
有
　
株
　
数
　
別

1,000株未満 1,078 19.31� 149,211 0.50�
1,000株以上 3,336 59.75� 5,586,608 18.62�
5,000株以上 555 9.94� 3,373,274 11.24�
10,000株以上 528 9.46� 8,668,003 28.89�
50,000株以上 53 0.95� 3,278,187 10.93�
100,000株以上 28 0.50� 5,186,717 17.29�
500,000株以上 4 0.07� 2,280,000 7.60�
1,000,000株以上 1 0.02� 1,478,000 4.93�
総　　計 5,583 100.00� 30,000,000 100.00�

（注）� �上記所有者別の「個人・その他」および所有株数別の「50,000株
以上」の中には、自己株式が株主数に１名、株式数に64,362株そ
れぞれ含まれています。
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四半期連結貸借対照表  
第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日現在） （単位：千円）

科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額
（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産 3,808,040

現 金 及 び 預 金 1,343,033

受取手形及び売掛金 1,228,978

た な 卸 資 産 919,449

そ の 他 325,332

貸 倒 引 当 金 △� 8,752

固 定 資 産 １8,427,687

有 形 固 定 資 産 １7,654,626

建物及び構築物（純額） 7,886,072

土 地 9,343,720

そ の 他（ 純 額 ） 424,833

無 形 固 定 資 産 73,370

投資その他の資産 699,69１

投 資 有 価 証 券 292,162

破産更生債権等 130,675

そ の 他 400,336

貸 倒 引 当 金 △� 123,482

流 動 負 債 5,872,374

支払手形及び買掛金 1,053,565
短 期 借 入 金 3,869,848
未 払 法 人 税 等 27,522
返品調整引当金 147,599
賞 与 引 当 金 30,885
そ の 他 742,954

固 定 負 債 １１,82１,9１7

社 債 300,000
長 期 借 入 金 5,181,796
長期預り保証金 3,255,711
繰 延 税 金 負 債 6,979
再評価に係る繰延税金負債 2,575,745
退職給付引当金 181,681
資 産 除 去 債 務 55,159
そ の 他 264,845

負 債 合 計 １7,694,292

（純資産の部）
株 主 資 本 △ 435,4１5

資 本 金 1,500,000
資 本 剰 余 金 503,375
利 益 剰 余 金 △�2,431,879
自 己 株 式 △� 6,910

その他の包括利益累計額 4,562,95１

その他有価証券評価差額金 △� 23,980
繰延ヘッジ損益 △� 820
土地再評価差額金 4,628,571
為替換算調整勘定 △� 40,819

少 数 株 主 持 分 4１3,900

純 資 産 合 計 4,54１,436
資 産 合 計 22,235,728 負 債 純 資 産 合 計 22,235,728
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四半期連結損益計算書  
第２四半期連結累計期間

（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）
（単位：千円）

科　　　　　　　目 金　　　　額

売 上 高 3,730,507

売 上 原 価 2,825,679

売 上 総 利 益 904,828

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 815,974

営 業 利 益 88,853

営 業 外 収 益 9,935

受 取 利 息 677

受 取 配 当 金 2,465

そ の 他 6,791

営 業 外 費 用 179,209

支 払 利 息 160,791

そ の 他 18,417

経 常 損 失 80,420

税 金 等 調 整 前 中 間 純 損 失 80,420

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 23,026

法 人 税 等 調 整 額 △� 247

法 人 税 等 合 計 22,778

少数株主損益調整前中間純損失 103,199

少 数 株 主 損 失 7,908

四 半 期 純 損 失 95,291
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四半期連結キャッシュ・フロー計算書  
第２四半期連結累計期間

（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）
（単位：千円）

科　　　　　　　　　目 金　　　額
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失 △� 80,420
減価償却費 275,574
貸倒引当金の増減額（△は減少） △� 730
返品調整引当金の増減額（△は減少） △� 22,747
賞与引当金の増減額（△は減少） 2,312
退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,677
受取利息及び受取配当金 △� 3,143
支払利息 160,791
売上債権の増減額（△は増加） 165,383
たな卸資産の増減額（△は増加） △� 123,193
仕入債務の増減額（△は減少） △� 269,127
預り保証金の増減額（△は減少） △� 80,851
その他 △� 97,619
　小計 △� 52,093
利息及び配当金の受取額 3,133
利息の支払額 △� 164,191
法人税等の支払額 △� 18,753

営業活動によるキャッシュ・フロー △� 231,905
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △� 7,974
資産除去債務の履行による支出 △� 794
投資有価証券の取得による支出 △� 598

投資活動によるキャッシュ・フロー △� 9,368
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000
長期借入れによる収入 500,000
長期借入金の返済による支出 △� 903,458
リース債務の返済による支出 △� 41,844
自己株式の純増減額（△は増加） △� 20
財務活動によるキャッシュ・フロー 54,677

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 １,795
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △� １84,800
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 937,7１１
Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 752,9１0
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会社の概要
創 立 明治29年２月27日

資 本 金 1,500,000,000円（平成24年９月30日現在）

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 小 舟 町 ６ 番 ６ 号
電話ダイヤル・イン　03（3665）7816（総務グループ）

名古屋営業所 愛知県一宮市本町４丁目17番９号（明治産業第２ビル）
電話0586（23）4811（代表）

グ ル ー プ 会 社 大東紡寝装株式会社
　東京都中央区日本橋小舟町６番６号

大東紡エステート株式会社
　静岡県駿東郡清水町玉川61番２号

株式会社ロッキンガムペンタ
　東京都中央区日本橋小舟町６番６号

新潟大東紡株式会社
　新潟県十日町市上野22

寧波杉京服飾有限公司
　中華人民共和国浙江省寧波市鄞州区古林鎮鵝頚村杉杉路228

上海大東紡織貿易有限公司
　中華人民共和国上海市長寧区延安西路2201号
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役　員（平成24年９月30日現在）

取締役社長 国 広 伸 夫
専務取締役 山 内 一 裕
取 締 役 市 村 明 彦
取 締 役 野 村 利 泰
常勤監査役 加 久 間 　 雄 　 二
監 査 役 小 田 一 穂
監 査 役 飯 沼 春 樹

（注）� �監査役小田一穂氏および監査役飯沼春樹氏は、社外監査役であ
ります。

主要商標
アパレル

   ファッショングッズブランド
   トータルファッション

   大人の週末着

テキスタイル
   軽量織物

   再生ポリエステル使用織物

糸
   

加工工程で塩素を全く使用しな
い、世界初の製法でつくった人
と地球環境に優しい新素材

寝装
   高級寝装品

   高級バイオ麻ふとん

010_7046301602412.indd   8 2012/11/21   16:59:35



－8－

株 主 メ モ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

剰余金配当基準日 期末配当　３月31日
中間配当　９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月

株主名簿管理人
（特別口座管理機関）

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（ 電 話 照 会 先 ）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）

公 告 方 法 電子公告により公告
（ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場合の
公告方法は、日本経済新聞に掲載して行う。）

・住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申し出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申
し出ください。

・株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内
　株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会
社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等が
含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字ま
たはカタカナに変換して、株主名簿にご登録いたしております。この
ため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に
置き換えられる場合がありますのでご了承ください。株主様のご住
所・お名前として登録されている文字については、お取引の証券会社
等にお問い合せください。
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